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岩手産食材を活用した商品作りによる付加価値創出とバリューチェーン

を通じた価値獲得プロセスの考察

▼研究の概要（背景・目標）

“岩手県は豊かな食材に恵まれているが、

最大限に活かしきれているのか”“豊か

な食材を活かした商品作りを行うことで

地域をさらに盛り上げることができるの

ではないか”との問題意識から、本研究

テーマを設定し、調査研究活動を行った。

▼研究の成果（結論・考察）

1.県内をメインに商品を販売している企

業では、岩手県産食材にこだわりを持つ

ことで商品の付加価値が高まっている。

2.商品単価が高い企業では、岩手県産食

材にこだわりを持つことで付加価値が高

まっている

▼研究の内容（方法・経過）

1.調査対象：県内食品加工企業11社

2.調査内容：本調査研究では、①岩手県内

企業が、地元食材を活用した独自の商品を

開発することで付加価値を創出し、バ

リューチェーンを通して地域外の人々に岩

手の魅力を伝えることで価値を獲得するプ

ロセスを明らかにすること、②岩手県内企

業の取り組みの現状・課題に着目し、今後

のビジネスモデル構築の方向性について提

言すること、ひいては③岩手県企業の岩手

県産食材を活用した企業活動が岩手県の各

地域の経済活性化へとつながる政策的提言

を作成すること、を研究目的とした。

問題設定（研究概念図）
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▼おわりに（まとめ・今後の展開）

1.本研究で得られた研究成果として、現在は県外をメインに商品を展開している企業でも、今後県内をメ

インに商品を売り出していく際には、岩手県産食材にこだわりを持って商品づくりをすることで付加価値

を高めることができること、また現在は単価が低い商品を販売している企業でも、岩手県産食材にこだわ

りを持って商品づくりをすることで付加価値をより高め、現在より単価が高い商品を売り出していくこと

ができること、など岩手県内の企業に対する提言を導出することが出来た。

2. 上記のこのことは、研究目的の①と②に対して本研究が一定の成果を挙げたといえるだろう。しかしな

がら、残された課題のとしては、研究目的の③政策的提言について十分に練られたものとはいえず、特に

他県での先端的取り組み、さらには国外の先端的取り組みを調査して、政策的提言につなげるべきであっ

たと考える。

3.調査実施にあたり、ご協力いだいた県内企業の関係者の皆様に感謝申し上げる（謝辞）


